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日
露
戦
争
の
宣
戦
が
告
げ
ら
れ
る
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
二
月
、「
戦
時
に
は
戦
時
に
ふ
さ
わ
し
い
文
学
が
あ
っ
て
も

よ
い
筈
だ
」（『
出
版
巨
人
創
業
物
語
』
二
〇
〇
五
・
一
二
、
書
肆
心
水
）
と
い
う
佐
藤
義
亮
の
思
い
を
受
け
、
同
年
五
月
一

〇
日
、「
新
潮
」
第
一
号
は
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
の
目
次
欄
の
上
段
に
は
新
た
な
「
文
学
」
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
掲
げ

た
次
の
文
章
が
記
さ
れ
る
。

國
家
自
ら
生
動
し
、
國
民
自
ら
活
躍
す
。
國
運
の
勃
興
ま
さ
に
無
前
と
稱
す
。
希
く
は
我
文
学
を
し
て
、
剛
健
活
大
、

此
勃
興
時
代
に
恰
當
す
る
も
の
た
ら
し
め
よ
。
而
し
て
先
づ
彼
の
沈
滞
、
萎
微
腐
敗
の
百
妖
を
一
掃
せ
よ
。
我
徒
力
微

な
り
と
雖
も
、
期
す
る
所
は
大
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。
謹
で
江
湖
志
を
同
う
す
る
青
年
諸
卿
に
告
ぐ

「
新
潮
」「
評
論
」「
小
説
及
美
文
詩
歌
」「
雑
録
」
と
並
ぶ
目
次
（
内
、
半
分
を
「
小
説
及
美
文
詩
歌
」
が
占
め
る
）
を
確
認

す
れ
ば
、
執
筆
者
に
は
「
新
声
」
同
人
の
田
口
掬
汀
、
西
村
醉
夢
、
金
子
薫
園
ら
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
新
潮
社
の
前
身
で

あ
る
新
声
社
の
流
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
声
社
が
文
壇
的
運
動
を
目
指
し
た
既
成
文
壇
の
領
域
外
に
あ
る
新
進
の
文

士
の
発
掘
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
す
れ
ば
、「
新
潮
」
が
掲
げ
た
「
我
文
学
」
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
真
山
青
果
は
「
新
潮
」
創
刊
記
念
号
（
一
九
〇
七
・
五
）
に
発
表
し
た
小
説
「
南
小
泉
村
」
で
文
壇
に
名
を
知

ら
し
め
、『
青
果
集
』（
一
九
〇
七
・
一
二
、
新
潮
社
）
を
出
版
す
る
に
至
る
。
さ
ら
に
、「
新
潮
」
は
一
九
〇
七
年
前
後
か
ら

一
気
に
文
壇
の
主
流
と
な
っ
た
田
山
花
袋
、
小
栗
風
葉
、
国
木
田
独
歩
、
島
崎
藤
村
と
い
っ
た
自
然
派
の
文
学
者
を
起
用
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
潮
社
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
四
月
に
自
然
派
の
評
論
家
、
作
家
だ
け

を
集
め
た
『
二
十
八
人
集
』
を
刊
行
し
当
時
の
文
壇
の
新
た
な
る
傾
向
を
示
し
、
文
学
出
版
の
確
か
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の

地
位
を
築
く
こ
と
と
な
る
。
新
人
の
発
掘
と
文
壇
の
最
前
線
と
い
う
文
学
界
で
の
確
か
な
位
置
を
持
っ
て
「
新
潮
」
は
存
在

し
た
。

　

太
宰
治
と
「
新
潮
」
の
関
係
を
紐
解
い
て
み
よ
う
。「
地
球
図
」（
一
九
三
五
・
一
二
）、「
め
く
ら
草
紙
」（
一
九
三
六
・

一
）、「
創
生
記
」（
一
九
三
六
・
一
〇
）、「H

U
M
A
N
LO
ST

」（
一
九
三
七
・
四
）、「
姥
捨
」（
一
九
三
八
・
一
〇
）、「
八
十
八

夜
」（
一
九
三
九
・
八
）、「
俗
天
使
」（
一
九
四
〇
・
一
）、「
走
れ
メ
ロ
ス
」（
一
九
四
〇
・
五
）、「
清
貧
譚
」（
一
九
四
一
・

一
）、「
新
郎
」（
一
九
四
二
・
一
）、「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」（
一
九
四
二
・
七
）、「
故
郷
」（
一
九
四
三
・
一
）、「
新
釈
諸
国
噺
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裸
川
」（
一
九
四
四
・
一
）、「
新
釈
諸
国
噺　

人
魚
の
海
」（
一
九
四
四
・
一
〇
）、「
嘘
」（
一
九
四
六
・
二
）、「
親
友
交
歓
」

（
一
九
四
六
・
一
二
）、「
母
」（
一
九
四
七
・
三
）、「
斜
陽
」（
一
九
四
七
・
七
〜
一
〇
）、「
如
是
我
聞
」（
一
九
四
八
・
三
〜

七
）
の
太
宰
作
品
が
全
て
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
発
表
し
た
「
地
球
図
」
以
来
、

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
を
除
き
毎
年
少
な
く
と
も
一
作
品
は
必
ず
「
新
潮
」
を
媒
体
に
作
品
発
表
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

本
号
の
特
集
で
も
あ
る
『
晩
年
』
掲
載
作
品
と
の
関
連
性
に
注
目
す
れ
ば
、「
地
球
図
」「
め
く
ら
草
紙
」
の
二
編
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。「
新
潮
」
掲
載
時
の
「
地
球
図
」
の
本
文
に
は
次
の
よ
う
な
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
新
潮
」
編
集
者
楢
崎
勤
氏
、
私
に
命
ず
る
に
、「
ち
か
ご
ろ
何
か
感
想
云
々
」
を
以
て
す
。
案
ず
る
に
、「
ダ
ス
・
ゲ

マ
イ
ネ
」
の
註
釈
な
ど
せ
よ
と
の
親
切
心
よ
り
発
せ
し
お
言
葉
な
ら
む
。
拙
作
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
は
、
此
の
國
の

ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ズ
ム
よ
り
、
か
つ
て
な
き
ほ
ど
の
不
当
の
冷
遇
を
受
け
、
私
を
し
て
、
言
葉
通
ぜ
ぬ
國
に
在
る
が
如
き
痛

苦
を
嘗
め
し
む
。
舌
を
焼
き
、
胸
を
焦
が
し
、
生
命
の
限
り
、
こ
ん
の
か
ぎ
り
の
絶
叫
も
、
馬
耳
東
風
の
有
様
な
れ
ば
、

私
に
於
い
て
、
い
ま
さ
ら
な
ん
の
感
想
ぞ
や
。
す
な
は
ち
、
左
に
「
地
球
図
」
と
題
す
る
一
篇
の
小
品
を
黙
示
す
る
の

み
。

「
純
文
学
の
旗
を
た
て
て
、
一
九
三
六
年
第
一
歩
の
堂
々
た
る
行
進
を
お
こ
し
た
」（「
記
者
便
り
」
一
九
三
六
・
一
）
と
い

う
通
り
、「
純
文
学
」
に
力
を
入
れ
、
文
学
界
に
そ
の
存
在
を
示
し
て
き
た
「
新
潮
」
は
、
こ
の
と
き
、
青
野
季
吉
、
河
上
徹

太
郎
、
尾
崎
士
郎
、
杉
山
平
助
、
勝
本
清
一
郎
、
上
泉
秀
信
、
阿
部
知
二
、
中
村
武
羅
夫
を
メ
ン
バ
ー
に
す
る
「
昭
和
十
年

文
藝
界
の
回
顧
（
座
談
会
）」
を
メ
イ
ン
に
掲
げ
、
同
時
に
諸
家
か
ら
「
昭
和
十
年
に
於
い
て
印
象
に
残
つ
た
も
の
」
の
回
答

を
特
輯
し
て
「
文
藝
界
」
に
切
り
込
ん
だ
。
編
集
後
記
に
あ
た
る
「
記
者
便
り
」
を
確
認
す
れ
ば
、「
座
談
会
」
を
「
本
年
の

文
学
界
の
動
向
の
す
べ
て
を
語
り
盡
し
、
か
つ
ま
た
適
切
な
る
批
判
の
な
さ
れ
た
」
も
の
と
賞
賛
し
、「
昭
和
十
年
に
お
け
る

文
藝
界
」
の
情
勢
を
詳
述
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
太
宰
に
対
す
る
楢
崎
勤
か
ら
の
「
ち
か
ご
ろ
何
か
感
想
云
々
」
の
依
頼
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ

に
は
、
現
段
階
に
お
け
る
文
壇
に
対
す
る
新
人
作
家
の
一
視
点
を
加
え
る
こ
と
が
「
新
潮
」
側
の
目
論
見
と
し
て
働
い
て
い

た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
「
昭
和
十
年
文
藝
界
の
回
顧
（
座
談
会
）」
の
中
で
、
勝
本
清
一
郎
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が
「
雑
誌
の
編
集
術
と
い
ふ
も
の
が
非
常
に
発
達
し
た
為
め
、
題
目
の
選
び
方
を
執
筆
者
側
に
委
せ
な
い
の
だ
ね
。
編
集
者

が
ど
う
し
て
も
自
分
の
方
で
お
膳
立
を
一
と
通
り
立
て
ち
や
つ
て
、
そ
し
て
仕
事
を
執
筆
者
側
に
さ
せ
た
が
る
」
と
批
判
し

た
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
中
で
発
表
さ
れ
た
も
の
は
「「
地
球
図
」
と
題
す
る
一
篇
の
小
品
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
新
潮
」
は
執

筆
者
で
あ
る
太
宰
の
意
向
を
尊
重
し
、
作
家
重
視
の
「
純
文
学
の
旗
」
の
確
立
を
目
指
す
の
で
あ
る
。
太
宰
は
「
地
球
図
」

を
「
こ
れ
は
風
刺
に
非
ず
、
格
言
に
非
ず
、
一
篇
の
か
な
し
き
物
語
に
す
ぎ
ず
」
と
解
説
し
た
う
え
で
、
完
璧
な
る
創
作
と

し
て
世
に
出
し
た
。「
記
者
便
り
」
の
最
後
に
は
僅
か
六
行
ほ
ど
で
「
創
作
欄
に
は
、
新
人
太
宰
治
氏
の
「
地
球
図
」
を
始
め
、

牧
野
信
一
、
井
伏
鱒
二
、
平
田
小
六
の
四
氏
の
作
を
以
て
飾
り
ま
し
た
。
四
篇
、
十
二
月
文
壇
の
逸
作
か
と
思
ひ
ま
す
」
と

の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
る
。
し
か
し
、
太
宰
に
と
っ
て
「
新
潮
」
は
、
純
然
た
る
文
学
発
表
の
場
、
新
進
作
家
起

用
の
場
と
い
う
役
割
を
十
二
分
に
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

続
い
て
「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
め
く
ら
草
紙
」
は
「
創
作
特
輯
二
十
篇
」
の
中
の
一
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
創
作

特
輯
二
十
篇
」
に
は
、
他
に
室
生
犀
星
「
生
霊
」、
高
見
順
「
菊
坂
ル
ム
ペ
ン
会
」、
阿
部
知
二
「
幻
影
」、
島
木
健
作
「
金

魚
」、
石
川
達
三
「
鮫
」
な
ど
の
「
中
堅
・
新
進
の
精
鋭
を
網
羅
」
し
た
二
〇
名
が
並
ぶ
。
選
ば
れ
た
二
〇
名
は
、「
本
年
劈

頭
の
わ
が
文
藝
界
へ
の
ヒ
ツ
ト
で
あ
ら
う
。
二
十
篇
、
何
れ
の
各
作
家
の
真
面
目
を
伝
へ
て
遺
憾
な
き
佳
作
で
あ
る
」（
同

「
記
者
便
り
」）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
「
純
文
学
の
旗
」
を
掲
げ
る
「
新
潮
」
と
い
う
一
つ
の
商
業
雑
誌
に
認
め
ら
れ
た
存
在

と
い
え
る
。
従
っ
て
、
太
宰
治
が
新
進
気
鋭
の
新
人
作
家
と
し
て
確
か
な
地
位
を
築
く
礎
と
し
て
「
新
潮
」
が
果
た
し
た
役

割
は
大
き
い
。「
め
く
ら
草
紙
」
以
降
、「
婦
人
画
報
社
の
「
奥
の
奥
」
な
る
も
の
よ
り
、
を
か
し
な
註
文
来
た
」「
大
日
本
雄

辯
会
講
談
社
か
ら
、
私
の
身
元
調
査
に
来
た
」「
つ
ひ
に
中
央
公
論
執
筆
。
し
か
も
二
本
立
て
、
と
か
。
一
本
だ
て
。
百
枚
以

上
」（
一
九
三
六
・
八
・
二
二
、
小
館
善
四
郎
宛
書
簡
）
と
立
て
続
け
に
執
筆
依
頼
を
受
け
る
こ
と
で
自
身
の
作
家
と
し
て
の

自
負
心
を
強
め
て
い
く
太
宰
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
一
方
で
、「
新
潮
」
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
当
時
の
太
宰
に
と
っ
て
個
人
的
に
頼
る
べ
き
対
象
で
も
あ
っ
た
。

太
宰
は
新
潮
社
「
新
潮
」
編
集
部
楢
崎
勤
宛
に
七
通
の
書
簡
（『
太
宰
治
全
集
第
一
二
巻
』
一
九
九
九
・
四
、
筑
摩
書
房
）
を

し
た
た
め
て
い
る
。
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「
新
潮
」
編
集
長
楢
崎
勤
氏
ヘ
、
窮
状
イ
ツ
ワ
ラ
ズ
、
披
瀝
、
懇
願
ノ
折
、
ワ
ガ
邪
道
、
傲
慢
、
無
礼
ニ
気
ヅ
キ
、
カ

ク
ノ
如
着
振
舞
ヒ
、
二
、
三
ニ
及
ベ
バ
、
ワ
レ
、
九
天
直
下
、
一
夜
ニ
シ
テ
、
ル
ン
ペ
ン
、
見
事
ニ
社
会
的
破
産
者
、

タ
ラ
ム
、
コ
ト
、
火
ヲ
指
サ
ス
ヨ
リ
モ
的
確
、
今
カ
ラ
デ
モ
オ
ソ
ク
ナ
イ
、
ワ
ガ
非
、
誰
ヨ
リ
モ
深
ク
悔
イ
、
誰
ヨ
リ

モ
酷
烈
ニ
鞭
ウ
チ
、
先
夜
ノ
罪
、
一
生
カ
カ
ツ
テ
モ
、
ツ
グ
ナ
ヒ
申
シ
マ
ス
。（
一
九
三
六
・
八
・
三
）

津
島
家
へ
の
返
済
を
は
じ
め
と
し
た
借
銭
問
題
解
決
の
た
め
に
、「
東
陽
」
に
発
表
予
定
の
「
狂
言
の
神
」（「
東
陽
」
一
九
三

六
・
一
〇
）
を
六
〇
圓
の
稿
料
目
的
で
「
新
潮
」
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
を
詫
び
る
書
状
で
あ
る
。「
新
潮
」
側
か
ら
原
稿
を
返

却
さ
れ
た
太
宰
は
、「
こ
の
た
び
の
拙
稿
お
か
へ
し
の
こ
と
も
、
他
の
編
集
者
と
事
情
異
り
、
何
十
倍
と
な
く
苦
し
く
存
じ
ま

し
た
」（
一
九
三
六
・
八
・
四
）
と
楢
崎
勤
を
「
得
が
た
き
知
己
と
信
じ
て
」
い
る
と
し
、
個
人
的
な
感
情
（
甘
え
）
を
も
っ

て
「
新
潮
」
に
接
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
唐
戸
民
雄
氏
は
「『
姥
捨
』
と
い
う
作
品
が
出
来
た
。（
略
）
之
は
す
ぐ
に
売

れ
た
。
忘
れ
ず
に
、
私
の
作
品
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
編
集
者
が
一
人
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
「
東
京
八
景
」（「
文
學
界
」

一
九
四
一
・
一
）
に
描
か
れ
て
い
る
「
編
集
者
」
は
恐
ら
く
楢
崎
勤
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
（『
太
宰
治
大
事
典
』
二
〇
〇

五
・
一
、
勉
誠
出
版
）。
作
家
太
宰
を
作
家
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
の
金
銭
的
配
慮
を
含
む
支
え
と

し
て
「
新
潮
」
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
新
潮
」
と
の
個
人
的
紐
帯
を
感
じ
さ
せ
る
同
様
の
傾
向
は
後
年
に
な
っ
て
も
消
え
る
こ
と
が
な
い
。
戦
後
初
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
と
な
る
「
斜
陽
」
を
手
が
け
た
「
新
潮
」
編
集
者
の
野
平
健
一
は
、「
女
類
」（「
八
雲
」
一
九
四
八
・

四
）
の
登
場
人
物
、
伊
藤
の
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
す
る
（
野
原
一
夫
『
回
想
太
宰
治
』
一
九
七
五
・
五
、
新
潮
社
）。
作
品
に

描
か
れ
る
伊
藤
、
屋
台
の
お
か
み
、
笠
井
健
一
郎
の
物
語
が
野
平
健
一
、
ち
と
せ
屋
の
房
子
、
太
宰
治
の
や
り
と
り
に
発
想

（
野
平
健
一
「
モ
デ
ル
の
真
贋
」「
太
宰
治
研
究
３
」
一
九
九
六
・
七
、
和
泉
書
院
）
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
そ
の
個
人
的

繋
が
り
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
新
潮
」
と
太
宰
治
の
関
わ
り
を
見
る
な
ら
ば
、
様
々
な
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
太
宰
で
あ
る
が
、
前
期
、
中
期
、
後
期
を
通
じ
て
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な
く
年
一
回
の
発
表

を
行
っ
た
「
新
潮
」
は
、
自
身
の
作
品
を
純
粋
な
芸
術
文
学
と
し
て
扱
う
べ
き
場
と
し
て
存
在
し
た
と
同
時
に
そ
の
個
人
的

繋
が
り
を
持
っ
て
作
家
太
宰
を
精
神
的
に
支
え
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。


